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公民館だより 

令和 5年吉日 

明けましておめでとうございます。 
  皆様には、健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。 

昨年も、続くコロナウイルスの影響で、様々な制限を余儀なくされましたが、 

皆様のご理解とご協力で多くの事業を開催できたこと心より感謝申し上げます。 

令和５年も感染防止に努めながら、多くの方より公民館に足を運んでいただけ

るよう、公民館役職員一同一生懸命努力して参りますので、変わらぬご支援ご協力

をお願い申し上げるとともに、皆様のご健康とご多幸を祈念し、新年の挨拶と致し

ます。                       

                                  

  

 
館 長       山田 君夫 

事務長      佐藤 友治 

地域活動推進員  柏倉 美穂 

地域活動推進員  三瓶 良子 

 

 

11月 25日（金）防犯協会中川支部

研修会が開かれ、木村 雅美支部長の挨

拶に続き、上山警察署 生活安全課の海

藤課長より、上山市の犯罪状況など貴重

なお話を伺い、特殊詐欺対策のDVDで

研修しました。電話を使った詐欺対策に

は、固定電話は留守番電話にしておく、

自分は大丈夫と過信せず、特にお金が関

わることは必ず誰かに相談する、ご家族

と前もって話をしておくことで防ぐこ 

生活安全課 

 海藤 課長 

 

ともできます。また、「やまがた

110 ネットワーク」のメール

登録で詐欺犯罪の情報などを

知っておくことも重要になり

ます。自分の身は自分で守る意

識を心がけましょう。 

 11月 28日（月）会員２６名の参加で、グ
ラウンドゴルフ愛好会反省会が行われました。
一人ずつの感想でも「楽しくプレーをする事が
出来た。」「体力が続く限り頑張りたい。」とい
う言葉が多く、楽しい時間となっていることが
伝わってきました。今年度は発足 10周年でも
あり、これまでの思い出も沢山あったと思いま
す。来年度も是非楽しみながら、ホールインワ
ン賞を目指して練習していきましょう！ 

 

～新年のご挨拶～ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 5日（月）「伝

達講習会」が９名の参

加で３年ぶりに開催さ

れました。献立は、山形

野菜を使った家庭料理

「自然薯の包み揚げ」

「とろろ八杯」「アロ 
 

 

体験スポーツ講座    

12月 13日（火）「トランポビクス体験
会」が 9名の参加で開催されました。かみ
のやまスポーツクラブより、東海林先生に
お越し頂き、一人用のトランポリンを使っ
て体を動かしました。大変 

12月 11日（日）20名の参加で、しめ飾り作り

に使う藁の、藁打ちが行われました。木づちで藁を

叩き、縄にしやすいように柔らかくし、それを１４

本くらいずつ輪ゴムで止め、まとめたものでしめ縄

を作ります！『重～い』『頑張れ～』の掛け声の中で

皆さん一生懸命叩いてくれました！！ 

12月 18日（日）「しめ飾り作り」が子ども９名、
一般 17 名の参加で開催されました。１1 日に打って
まとめた藁を使って、齋藤晃一さん（薄沢）、齋藤吉博
さん（薄沢）の指導のもと、「飾り作り」「縄ない」「飾
り付け」等を悪戦苦闘しながらも、皆さんみごとにし
め飾りを完成させていました。しめ飾りを玄関に飾る
のは、「歳神様」と言われる、生きる力や幸せを授けて
くださる神様をお迎えするのにふさわしい神聖な場所
（家）であることを示すためです。一生懸命思いを込
めて作ったしめ飾りは、きっと多くの幸を連れて来て
くれる事でしょう。令和 5年も健康で幸多き年であり
ますように・・・👏 

12月 23日（金）第９回女性学級きらりは、会
員１1名の参加で、お正月用の「フラワーアレンジ
メント」を開催いたしました。若松や南天がお正月
らしさを引き立て、豪華な仕上がりになりました。
素敵なお花で、令和５年も笑顔で迎えられますね！ 
 

 

  12 月 9 日（金）単発講

座「初心者パッチワーク体

験教室」が、板垣まさ子さん

（高野）の指導のもと、８名

の参加で開催されました。

パッチワークの基礎とな

る、写真のようなのコース

ターを作りました。（まだ途

中です！）きれいに縫うの

がなかなか難しく、時間内

で終わらなかったので、2

回目へと続きます。 
 

ニアご飯」で、栄養満点、見

た目も鮮やかな３品です。

作ってみたい方は、公民館

にレシピがありますのでお

問い合わせ下さい。 
 

 

 
９月から４回にわ

たり講座を開催して

取り組んでいた、マク

ラメ編みの大作「タペ

ストリー」がついに完

成しました！！時間

をかけた分、とっても

素敵な作品に仕上が

りました。 

なのかな？と最初は不安な
方もいましたが、軽快な音
楽に合わせて、楽しく、また
無理なく体をほぐすことが
できました。 



 

 

 

 

  

12 月 5 日（月）は、中川地区食生活改善推進
協議会の皆さんにより調理室を、6 日(火)は各地
区会長さんはじめ、ボランティアの皆さんのご協
力により公民館の大掃除が行われました。あいに
く朝から雪が降り、寒い中での作業となりました
が、内外からのガラス磨き、床の拭き掃除にワッ
クス掛け、障子の張替えと職員だけでは手の届か
ないところまできれいにして下さり、おかげ様
で、清々しく新年を迎えることが出来ました。令
和 4 年もたくさんの方々に支えられた一年でし
た。皆様、本当にありがとうございました。  

 

 

1/4(水)   
 
1/5(木)  
 
1/6(金)   
 
1/10(火)   
 
1/11(水)   
1/13(金)   
1/17(火)  
1/24(火)  
1/27(金)   

          
 

仕事始め 
市民新年祝賀会 
中川地区会長会 
公民館運営協議会 
市報・館報 
中川地区新年祝賀会 
第１０回そば打ち教室 
第２回福祉村だより編集委員会 
第８回粋いき倶楽部だんご木飾り（職員不在時間帯あり）   
第１０回パソコンクラブ 
第１０回女性学級きらり 
出前スポーツ教室「シャフルボード」 

雪と遊ぶ会 

行事予定  

 

詩吟教室（火曜日）   1/10、17、24 

ピンポン愛好会（木曜日） 1/5、12、19、26 

スポーツ麻雀愛好会   1/7、14（土曜日） 

             1/26（木曜日） 

 

 

行事予定  

 2/1(水)   
2/3(金) 
 
2/4(土)  
2/7(火) 
2/10(金) 
   
2/14(火) 
2/17(金) 
   
2/24(金) 
2/28(火)   

          
 

市報・館報 
予算審議会・三者会 
中川地区会長会・公民館運営協議会 
笑いと健康のつどい 
第１１回女性学級きらり 
出前スポーツ教室「ストレッチヨーガ」  
単発講座「救命救急講座」 
第１１回そば打ち教室 
第１１回パソコンクラブ 
子ども会育成会反省会 
第９回粋いき俱楽部閉講式 
出前スポーツ教室「足腰元気体操」 

詩吟教室（火曜日）   2/7、14、21 

ピンポン愛好会（木曜日） 2/2、9、16 

スポーツ麻雀愛好会   2/11、25（土曜日） 

             2/16（木曜日） 

 

 

 

 スノーフラッグ、 
宝探しゲームで遊ぼう！ 

 

 

日  時 1月27日（金）     19時～21時頃 

場  所 中川地区公民館前広場 

参加資格 中川小１年～６年生 

参 加 料 無料 

持 ち 物 雪遊びができる服装・飲み物・タオル 

     内ズック（天候により内容変更の時使用） 

 

 

 

 
日  時 2月10日（金）     19時～20時半頃 

場  所 中川地区公民館 集会室 

参加資格 中川地区民 ２０名程度 

参 加 料 無料 

持 ち 物 筆記用具・内ズック・動きやすい服装  

     飲み物など     

 

 

 

いざというときに役立つ！！ 

 
皆様には、長い期間ご不便をお

かけしましたが、ようやく、バリ

アフリーの使いやすいトイレが

完成いたしました。昭和４９年３

月に建てられてから、少しずつで

すが、より使いやすい公民館にな

ってきております。 



 
 

 
 

   

 お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
七
十
一
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、問
わ
ず
語
り 

（
そ
の 

 
 

）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

  

緊
急
勅
令
を
出
す
場
合
は
、
枢
密
院
で
の
審
査
が
必
要 

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
審
査
で
緊
急
性
が
な
い
と
い
う
理
由 

で
緊
急
勅
令
案
は
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
緊
急
勅
令
案 

の
否
決
は
、
日
本
全
国
に
「
金
融
パ
ニ
ッ
ク
」
を
引
き
起 

こ
し
た
。
庶
民
は
、
預
金
引
き
出
し
の
た
め
各
銀
行
に
殺 

到
（
写
真
③
）、
各
銀
行
は
こ
れ
に
応
じ
き
れ
ず
休
業
し
、 

そ
の
ま
ま
倒
産
す
る
銀
行
も
多
か
っ
た
。 

枢
密
院
は
、
制
度
上
法
令
に
関
す
る
天
皇
の
諮
問
機
関 

に
過
ぎ
ず
、
天
皇
や
内
閣
が
そ
の
意
見
に
従
う
義
務
は
な 

く
、
内
閣
と
し
て
は
対
抗
手
段
を
と
る
選
択
肢
が
な
い
わ 

け
で
は
な
か
っ
た
が
、
若
槻
は
内
閣
の
退
陣
を
決
め
た
の 

で
あ
る
。（
ち
く
ま
新
書
刊
「
昭
和
史
」
古
川
隆
久
著
よ
り
。 

写
真
①
は
同
書
、
写
真
②
③
は
、
講
談
社
刊
「
昭
和
二
万 

日
の
全
記
録
」
よ
り
） 

 

（
次
回
は
、
内
閣
の
迷
走
、
張
作
霖
事
件
の
発
生
に
つ
い 

て
記
述
す
る
予
定
で
す
。） 

 
 

（写真①） 

〈
改
元
時
の
政
治
状
況
〉 

 

改
元
時
の
衆
議
院
は
、
ま
だ
制
限
選
挙
（
選
挙
人
は
、
国
税

を
年
十
五
円
以
上
納
税
し
て
い
る
者
な
ど
の
制
限
）
で
選
出
さ

れ
た
議
員
が
在
職
中
で
あ
っ
た
。 

衆
議
院
の
定
数
は
四
百
六
十
四
人
、
第
一
党
は
百
六
十
五
議

席
の
憲
政
会
、
第
二
党
は
百
六
十
一
議
席
の
立
憲
政
友
会
、
第

三
党
は
九
十
一
議
席
の
政
友
本
党
で
あ
っ
た
。 

帝
国
議
会
創
設
期
、
自
由
民
権
運
動
を
牽
引
し
た
板
垣
退
助

の
自
由
党
と
大
隈
重
信
の
進
歩
党
が
合
同
し
憲
政
党
を
結
党
し

た
が
、
そ
の
後
分
裂
を
繰
り
返
し
、
昭
和
改
元
時
は
、
旧
自
由

党
の
流
れ
を
汲
む
立
憲
政
友
会
と
旧
進
歩
党
（
初
期
は
立
憲
改

進
党
）
の
流
れ
を
汲
む
憲
政
党
が
議
席
の
多
く
を
占
め
、
た
び

た
び
政
権
与
党
と
な
っ
て
国
策
を
担
っ
て
い
た
。
政
友
本
党
は
、

人
事
問
題
で
政
友
会
を
飛
び
出
し
た
人
た
ち
が
普
通
選
挙
反
対

を
掲
げ
て
結
成
し
た
政
党
だ
っ
た
。 

 

昭
和
改
元
時
の
内
閣
は
、
憲
政
会
を
与
党
と
す
る
若
槻
礼

次
郎
内
閣
だ
っ
た
が
、
憲
政
会
は
第
二
次
護
憲
運
動
の
際
、

政
友
会
、
革
新
倶
楽
部
と
共
同
し
て
（
護
憲
三
派
）
普
通
選

挙
を
主
張
、
大
正
十
三
年
五
月
の
総
選
挙
で
こ
の
三
派
連
合

が
勝
利
し
た
。
首
相
に
は
、
第
一
党
に
な
っ
た
憲
政
会
の
総

裁
・
加
藤
高
明
が
指
名
さ
れ
、
六
月
に
加
藤
内
閣
が
成
立
し

た
。
こ
れ
は
、
政
党
内
閣
時
代
の
幕
開
け
で
あ
っ
た
。 

加
藤
内
閣
は
、
大
正
十
四
年
春
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法
を

改
正
し
、
男
子
普
通
選
挙
制
度
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
共

産
主
義
運
動
を
取
り
締
ま
る
治
安
維
持
法
を
制
定
し
た
。 

こ
れ
を
機
に
、
犬
養
毅
率
い
る
革
新
倶
楽
部
は
、
政
友
会

に
合
流
し
次
期
総
選
挙
で
の
単
独
政
権
獲
得
を
め
ざ
し
、
総

裁
に
元
陸
軍
大
臣
・
田
中
義
一
を
迎
い
入
れ
、
連
立
を
解
消

し
て
野
党
と
な
っ
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
憲
政
会
だ
け
で
は
衆
議
院
の
過
半
数
に
及

ば
な
い
加
藤
高
明
内
閣
は
、
政
友
本
党
の
支
持
を
得
な
が
ら

大
正
十
五
年
初
頭
の
議
会
を
の
り
き
ろ
う
と
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
加
藤
首
相
が
突
然
病
死
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、

元
老
・
西
園
寺
公
望
は
、
首
相
の
病
死
と
い
う
政
治
問
題
で

は
な
い
原
因
に
よ
る
政
権
交
代
は
好
ま
し
く
な
い
と
判
断

し
、
加
藤
内
閣
の
内
相
で
、
憲
政
会
総
裁
を
引
き
継
い
だ
若

槻
礼
次
郎
（
写
真
①
）
を
推
挙
し
、
内
閣
を
引
き
継
ぎ
改
元

を
迎
え
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（写真②） 

23 〈
昭
和
恐
慌
の
発
生
〉 

大
正
十
五
年
一
月
成
立
し
た
若
槻
内
閣
は
、
与
党
が
過
半
数 

に
満
た
な
い
と
い
う
弱
体
内
閣
で
あ
っ
た
。 

政
治
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙
を 

行
う
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
同
年
十
二
月
二
十
五
日
、
大
正
天
皇 

が
死
去
し
、「
大
正
天
皇
の
死
去
直
後
に
政
治
の
争
い
は
避
け
る 

べ
き
で
あ
る
」
と
の
理
屈
を
持
ち
出
し
、
野
党
の
立
憲
政
友
会 

と
政
友
本
党
を
説
得
し
、
総
選
挙
を
せ
ず
に
大
正
十
五
年
末
か 

ら
昭
和
二
年
三
月
に
か
け
て
の
定
例
議
会
を
ほ
ぼ
の
り
き
っ 

た
。 

 
 

と
こ
ろ
が
会
期
末
に
「
昭
和
恐
慌
」
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
好
景
気
の
反
動
と
し
て
起
こ
っ

た
戦
後
恐
慌
や
関
東
大
震
災
が
き
っ
か
け
で
生
じ
た
大
量
の
不

良
債
権
が
、
個
人
経
営
同
然
の
中
小
銀
行
が
多
か
っ
た
金
融
界

に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

政
府
も
対
策
に
乗
り
出
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
年
三
月

十
四
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
片
岡
直
温
蔵
相（
写

真
②
）
が
、
ま
だ
倒
産
し
て
い
な
い
銀
行
に
つ
い
て
倒
産
し
た

と
発
言
し
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

こ
の
失
言
が
き
っ
か
け
で
、
全
国
的
に
信
用
不
安
が
発
生
し
、 

中
小
銀
行
の
休
業
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
が
「
昭
和
恐
慌
」
の
始 

ま
り
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
危
機
に
対
し
、
日
銀
が
非
常
貸
し
出
し
に
踏
み
切
る
な 

ど
し
て
、
恐
慌
第
一
波
は
一
応
静
ま
っ
た
。 

〈
緊
急
勅
令
案
の
否
決
、「
金
融
パ
ニ
ッ
ク
」
の
発
生
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
か
し
、
息
つ
く
ひ
ま
な
く
第
二
波
が
襲
っ
て
き
た
。 

神
戸
の
鈴
木
商
店
は
、
第
一
次
大
戦
中
驚
異
的
な
発
展
を
遂 

げ
、
三
井
、
三
菱
と
並
ぶ
一
大
総
合
商
社
に
な
っ
て
い
た
が
、 

戦
後
も
台
湾
銀
行
か
ら
の
融
資
を
頼
り
に
膨
張
の
手
を
緩
め
な 

か
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
不
景
気
で
業
績
不
振
と
な
り
「
昭
和 

恐
慌
」
の
た
め
資
金
繰
り
に
行
き
詰
ま
り
、
議
会
閉
会
直
後
の 

四
月
五
日
に
倒
産
。
台
銀
は
、
こ
の
融
資
を
回
収
で
き
ず
倒
産 

の
危
機
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。 

岩
槻
内
閣
は
、
日
本
銀
行
か
ら
の
緊
急
融
資
に
よ
っ
て
台
銀 

を
救
済
し
よ
う
と
法
律
を
制
定
し
よ
う
と
し
た
が
、
議
会
閉
会 

直
後
の
た
め
で
き
ず
、
緊
急
勅
令
と
い
う
手
段
を
使
う
こ
と
に 

し
た
。 

 
   

 

（写真③） 


